
日本共産党森本ふみお後援会事務所
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周りの人に「日本共産党森本ふみお後援会」への入会をお勧めください。

森本ふみお

後 援 会 ニ ュ ー ス Ｎｏ１２２

２０１３年
５月２０日

この「後援会ニュース」は、森本ふみお議員の
ブログ（http://m.okajcp.com）でも見れます。

臨
時
議
会
で
臨
時
議
長
を
務
め
る

１
３
日
と
１
４
日
に
井
原
市
議
会
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
、
森
本
議
員
は
最
年
長
者
と
い
う
こ

と
で
新
議
長
が
選
出
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
臨
時
議
長
（
写
真
：
井
原
放
送
よ
り
）
を
務
め
ま
し

た
。
１
３
日
に
正
副
議
長
選
挙
が
行
わ
れ
、
議
長
に
宮
地
俊
則
議
員
、
副
議
長
に
上
野
安
是
議

員
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

《
正
副
議
長
選
挙
の
結
果
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。
》

◆
議
長
選
挙
・
・
・
投
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総
数
２
０
票(

有
効
投
票
２
０
票)

宮
地
俊
則
議
員

１
７
票

森
本
典
夫
議
員

３
票

◆
副
議
長
選
挙
・
・
投
票
総
数
２
０
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有
効
１
９
票
・
無
効
１
票)

上
野
安
是
議
員

１
４
票

佐
藤

豊
議
員

４
票

森
本
典
夫
議
員

１
票

臨
時
議
会
の
中
で
、
３
常
任
委
員
会
の
所
属
や
組
合
議
会
、
各
種
審
議
会
な
ど
の
所
属
が
決

ま
り
ま
し
た
。
森
本
議
員
は
、
市
民
福
祉
常
任
委
員
会
、
議
会
運
営
委
員
会
、
予
算
決
算
委
員

会
（
議
長
以
外
の
議
員
全
員
所
属
）
、
井
原
地
区
清
掃
施
設
組
合
議
会
に
決
ま
り
ま
し
た
。

宮
地
議
長

上
野
副
議
長
に
決
ま
る

森
本
議
員
の
所
属
委
員
会
等
決
ま
る

たくさんのご意見・
ご要望をお寄せくだ
さい

森
本
議
員
は
、
今
後
の
４
年
間
の
抱
負
を
次
の
よ
う
に

語
っ
て
い
ま
す
。

「
こ
れ
ま
で
の
２
４
年
間
、
市
民
の
方
々
の
意
見
を
し
っ

か
り
聴
か
せ
て
い
た
だ
き
、
議
会
内
外
で
奮
闘
し
て
き
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
定
例
議
会
で
連
続
９
６
回
質
問
で
き

ま
し
た
。
質
問
し
た
項
目
は
５
９
３
項
目
に
な
り
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
た
く
さ
ん
の
ご
意
見
・
ご
要
望
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。
皆
様
の
ご
意
見
・
ご
要
望
を
実
現
す
る
た
め

頑
張
り
ま
す
。
」

森本
議員



ご意見・ご要望および情報をお気軽にお聞かせください。

森本ふみお後援会ニュースＮｏ１２２ ２０１３年(平成２５年)５月２０日

橋下氏「慰安婦」発言

公人として人間として落第だ
本来なら１５日は沖縄の日本復帰から４１年にあたり、４月に安倍晋三政権が政府主催の｢主権回

復｣式典を強行したことからも欠かせないテーマですが、きょうはそれに先立って、「日本維新の会」

代表でもある橋下徹大阪市長の一連の発言を取り上げなければなりません。アジア・太平洋戦争中の

日本軍「慰安婦」問題に関連して、慰安婦制度が「軍隊にとって必要だった」と積極的に弁護し、あ

まつさえ、性犯罪が絶えない沖縄の米軍にたいし「もっと風俗業の活用を」などと求めたのです。市

長など公人としてだけでなく人間として落第だと断罪するものです。

女性を人間扱いしない

橋下氏はこれまでも日本軍「慰安婦」問題について､｢強制連行のような事実はなかった」との発言

を重ねて批判を受けてきましたが､軍隊に｢慰安婦は必要だった」などと公言するのは、これまでほと

んど聞いたことがないようなとんでもない暴言です。橋下氏は、「命をかけてたたかう猛者連中に、

どこかで休息をさせてあげよう」などといいますが、戦争遂行のために女性の性を利用するのは当た

り前などというのは、女性を性の対象にするだけで人間として扱わないとんでもないものです。

橋下氏は「日本だけでなくいろんな国で慰安婦制度を活用してきた」といいますが、それこそ他国

の例をあげれば自らの責任は免れると考えるさもしい考えです。いわば犯罪をとがめられた人物が、

あいつもやっているからと開き直るようなもので、人間の社会で通用するものではありません。

日本がアジア・太平洋戦争のさなかに、植民地とした朝鮮半島や軍事占領した中国や東南アジアか

ら女性を連行し、日本軍が管理する慰安所で日本兵による強姦（ごうかん）や売春

を強制したというのは、「慰安婦」とされた女性たちの数多くの証言が示すように

動かしがたい事実です。政府は１９９３年の河野洋平官房長官の「談話」で政府の

責任を認めました。しかし公的な謝罪や賠償は行っていません。

しかもその後も安倍晋三氏ら自民党内の侵略戦争を肯定する「靖国」派や橋下氏

らが「強制連行はなかった」などの発言を重ねてきました。これに対し、韓国や中

国はもちろんアメリカやＥＵ（欧州連合）などの政府や議会、国民から抗議の声が

あとを絶たないことからも、この問題の歴史的、国際的な重大性は明らかです。

ことは日本の戦争責任と、女性の人権にかかわる問題です｡｢慰安婦制度が必要だった」などという

のは論外ですが、「強制性があったかなかったか」と問題をわい小化するのも日本軍「慰安婦」問題

を根本から反省しないからです。いったい「強制」がなければ「慰安婦」制度は許されたのか。強制

性の否定から制度そのものの肯定に行き着いた橋下氏の発言は、その本質をあぶり出しています。

「風俗活用」発言も同根

日本軍｢慰安婦｣制度の肯定に行き着いた橋下氏が、米軍の性犯罪をとがめるのではなく「風俗業」

の活用を勧めたのもまさに同根です。橋下氏には女性の人権を尊重する発想がまったくありません。

安倍氏や橋下氏のように日本の戦争責任を反省せず人権感覚を欠くのでは、国際的に孤立するだ
けです｡橋下氏の発言の責任を､あいまいにすますことはできません。

日本共産党はこう考えます
しんぶん赤旗
「主張」より


